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体験的に学ぶ「サンゴ礁」ティーチャーズガイド 始めようサンゴの島の環境学習 １・２・サンゴ！





2002年（平成14年）から2016年（平成28年）までの15年間で
八重山地域の小学生1,148人にサンゴ学習を提供



八重山で行われてきたサンゴ礁保全のための環境学習プログラム

・単にサンゴ礁についての知識を得るだけでなく、子どもたちの学ぶ力や、コミュニケーション能力、
参加する態度を養うことも狙いとしています。

・そのために子どもたちが主体となって学習活動に取り組み、その中で生じる疑問、発見、葛藤などを、
学習の題材にしていく教育手法「体験学習法」を取り入れてきました。

・沖縄を代表する自然環境であり、地域の誇りである「サンゴ礁」について学ぶことは、地域の特質を
学ぶことであり、伝統や文化を学ぶことにもつながります。

・一方でサンゴ礁は人間活動の影響によって危機に瀕しており、サンゴ礁の保全をテーマにすることは
「現在」をリアルタイムに題材とすることであり、子どもたちの環境学習にとって大きな意義があります。

・サンゴ礁保全のための環境学習を進め継続することで、サンゴ礁を愛し、地域の自然に関心を持つ
人が育ってほしい。そしてその過程で、子どもたちが主体的に考えたり、判断したり、表現する能力を
はぐくみ、学校教育や社会教育が掲げている様々な教育目標にも貢献すると考えています。



事前学習・・・楽しいことが大切。クイズやゲームなどわくわくするような活動を通して
サンゴやサンゴ礁について関心を高めていきます。基礎的な知識を確認
するとともに想像力を働かせられるように促します。以降の活動で何かを
「発見」するための大事なステップです。

サンゴ環境学習の実施例（2017年 平久保小学校）



現地学習・・・子どもたちが待ちに待った海辺の活動。野外での直接的な自然体験や
観察活動は環境学習において重要なパートです。「考える」よりも体験を
通して何かを不思議に感じたり、自分自身で何かを発見することが大切
です。



事後学習・・・現地学習での体験を単なる楽しい体験に終わらせず、より有意義な学びの
機会に深めていく段階です。子どもたち自身が主体となって考え、話し合い、
表現していく過程は、大きな意味を持つことでしょう。







•次期改訂の視点は、子供たちが「何を知っているか」だけではなく、「知っていることを使ってどのように
社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか」ということであり、知識・技能、思考力・判断力・表現力等、
学びに向かう力や人間性など情意・態度等に関わるものの全てを、いかに総合的に育んでいくかという
ことである。

「アクティブ・ラーニング」の意義

•思考力・判断力・表現力等は、学習の中で、な考・判断・表現が発揮される主体的・協働的な問題発
見・解決の場面を経験することによって磨かれていく。身に付けた個別の知識や技能も、そうした学習経
験の中で活用することにより定着し、既存の知識や技能と関連付けられ体系化されながら身に付いて
いき、ひいては生涯にわたり活用できるような物事の深い理解や方法の熟達に至ることが期待される。

•また、こうした学びを推進するエンジンとなるのは、子供の学びに向かう力であり、これを引き出すため
には、実社会や実生活に関連した課題などを通じて動機付けを行い、子供たちの学びへの興味と努力
し続ける意志を喚起する必要がある。

•このように、次期改訂が目指す育成すべき資質・能力を育むためには、学びの量とともに、質や深まり
が重要であり、子供たちが「どのように学ぶか」についても光を当てる必要があるとの認識のもと、「課題
の発見・解決に向けた主体的・協働的な学び（いわゆる「アクティブ・ラーニング」）」について、これまで
の議論等も踏まえつつ検討を重ねてきた。

2020年からの次期学習指導要領の検討



まとめ・・・

・八重山地域では2002年（平成14年）から現在までサンゴ礁保全に関する環境学習が小中学校の
「総合的な学習の時間」と連携をとりながら継続的に実施されてきた。

・試行錯誤を重ねる中でプログラムも洗練され、それを実施することができる専門家も育ってきている。

・八重山地域でのサンゴ環境学習は、地域の特質を学ぶだけでなく、リアルタイムで起こっているサンゴ礁の
環境問題を学ぶことで、よりよい社会のために主体的に行動できる人材を育むことにつながる。

・八重山地域では16年前より実施されてきているサンゴ環境学習は、２０２０年からの新学習指導要領で
検討されている「アクティブ・ラーニング」の手法と合致する。

課題・・・

・サンゴ環境学習を希望する学校が増えており、それに対応するための予算が十分ではない。

・「行政」－「地域企業」－「学習実施者」の連携が必要である。

・修学旅行などで県外からのサンゴ学習の希望が増えている。それを実施するための施設がない。


